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サッカー ブロック 優勝 

吹奏楽 県吹奏楽コンクール 地区大会 銀賞 

柔道 女子  東澤 あゆみ さん  県3位 

水泳 女子  山川 ゆうり さん  200ｍ背泳ぎ 県２位 ⇒ 近畿大会出場 

水泳 女子  山川 ゆうり さん  100m背泳ぎ 県４位 ⇒ 近畿大会出場 

体操 女子  辻 詩月 さん    総合７位（ 跳馬３位）⇒ 近畿大会出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ運動展開中！ 

湖東まち協では、青少年関係団体の皆さんの協力を得て、 

一昨年の１２月から湖東中学校の西門前で、毎週月曜日の朝に

「あいさつ運動」を展開しています。 

当初は、恥ずかしがって声が小さかった生徒も、最近では、

元気よく「おはよう」と返ってきて、こちらも爽やかな気持ち

になります。 

皆さんも、登下校の生徒、 

子どもたちに出会ったら、 

“地域の人は、子どもたちを 

見守っているんだ”という想 

いで、“おはよう、おかえり” 

の「あいさつ」をお願いしま 

す。（小川） 

 

あいさつ運動を行う 

ボランティアの方 

各まち協は「地域担当職員」と連携 

本年６月、「地域担当職員」が誕生しました。この「地域  

担当職員」とは、東近江市が本年度から新たに導入した制度で

６８名の職員が任命され、湖東地区では、貝沼 真紀子さん（湖

東支所）、山川 恒 さん（湖東支所）、田中 和則 さん（湖東支所）、

久保 文裕 さん（職員課）、澤居 寛明 さん（道路河川課）の5名

の職員が配属となりました。 

今後、「地域担当職員」は、まち協の会議等に出席し、   

その時々の案件によっては、市の担当部署との調整に当たる

など、地域と行政の懸け橋の役割を行ないます。 

任命された澤居さんは、「今年は、湖東地区まちづくり  

計画の見直しの時期となっています。これからの町の未来を

描くまちづくり計画の策定や、今以上に地域の行事に関わっ

ていきたいと考えています」と、意気込みを述べてくれま  

した。 

初めての選挙の感想 ～選挙権年齢が１８歳以上に～ 

公職選挙法が改正され、選挙権年齢が「１８歳以上」に引き下げられました。初めての選挙に行った湖東地区の１８歳、１９歳

の人、大沢町の 福田 宗史（そうし）さん、横溝町の 山本 晴香（はるか）さん、中一色町の 青西 冬馬（とうま）さん、池庄町の 中

澤 喬哉（たかや）さんにその思いを語ってもらいました。 
 
選挙権が１８歳以上になったことへの感想は？ 

宗史さん：初めてなので、絶対に行きたかった。 

晴香さん：政治のことに興味を持てるきっかけになった。もっと正しい情報を知りたい。 

冬馬さん：政治について少し興味・関心が持ててよかった。これからも関心が高まっていくと思う 

喬哉さん：忙しくて新聞などを読む時間がなく、誰に投票するべきかが分からなかった。 
 
どんな思いで投票されましたか？ 

宗史さん：学校での行き帰りに選挙のチラシをもらい、それを見て投票してきました。 

晴香さん：行かなくてはいけない、行くのが当たり前だと思って投票に行きました。 

冬馬さん：政治に対する知識は未熟ですが、この一票で決まるのかと思うと責任の重みを感じた。 

喬哉さん：いつでも政治に対して意見が言えるように、「まずは選挙に行くこと」を意識しました。 
 

前回の参議院選の滋賀県の投票率は５３％でしたが、どう思いますか？ 

宗史さん：若者の意見を聞いてほしいと思うなら、やはり投票に行ってほしい。 

晴香さん：期日前投票でアピアに行きました。投票しやすい環境があるので、投票率が上がればいいと思う。 

冬馬さん：全国に比べると高いと思うが、もっと多くの人に政治に関心を持ってほしい。 

喬哉さん：滋賀県民の政治参加への意識の低さが投票率に表れている。 

あなたが政治に期待することは何ですか？ 

晴香さん：みんながもっと日本を好きになれる国にしてほしい。 

冬馬さん：高齢者が多くなるので、介護士の給料を充実させ、働きやすい環境を作ってほしい。訪問看護の利用や地域包括支援

センターの活動を充実させてほしい。 

喬哉さん：選挙で選んだ人であってもすべてを任せているわけではない。国民の意見を聞きつつ、国民に方針を示してほしい。 

 

福田 宗史 さん 

山本 晴香 さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今夜は、どの魚にしようかな・・」 

本日も買い物に来られた方が、ショー 

ケースに並べられた魚を見て迷ってい 

るようです。 

平和堂フレンドマート湖東店の一角 

にある鮮魚店“魚幸”では毎日、新鮮 

な魚たちが綺麗に並べられています。 

「ここで開業して今年で２８年目となります。その間、地域

の皆様に美味しい魚を届けることをモットーに励んできまし

た。」と、笑顔で答える人がこの店の主、小林 一夫さんです。 

“魚幸”の屋号は、先々代の名前（幸次郎）から一字もらい受

け、小林さんは３代目に当たります。 

「従来は、川魚の卸しのみ行なっていましたが、平成元年の

ショッピングセンターのオープンに合わせて店舗を構え、対面

販売にも力を入れることにしました。店を構えたことで、魚を

美味しく食べていただく調理の仕方のアドバイスもできるよ

うになりました。」と、地域に密着した魚屋さんになるまでの

経緯を話されます。 

店舗内には、活魚水槽を設置している

ことから、泳いでいる魬（はまち）や

鯛（たい）も目の前で刺身にすること

もできるのでお気軽にお声を掛けて

くださいとのことです。 

これからの季節は、私も大好きな 

脂の乗ったサンマが入ってきます。 

ぜひお求めください。（西澤） 

 

＜店舗電話番号＞ 0749-45-2623 

＜ホームページ＞ http://uo-kosyouten.com 

 

輪投げやヨーヨーつりを楽しむ子どもたち 

 レギュラー化決定のうれしさから、前回はしゃぎすぎてお叱

りをちょうだいしましたので、今後は心を入れ替えてマジメに

いきます。……まぁできるだけ。 

 ６月 24 日、「まちカフェ」とのコラボで３回目となる炊飯

袋クッキング教室を開催しました。 

大きな声では言えないけど、それまでの２回は成功にほど 

遠かったのですねえ。試食する人が「ん？」というビミョーな

表情になったものです。 

 今回は炊飯袋で炊いた白米に、家にある食材を使ったという

設定で、「おにぎらず」を作ってみました。覚えていますか？

「おにぎらず」！ 

流行したのが嘘のように見かけなくなったアレを復活させ

たのですが、いやもうサイコーに美味しかった！夢中でパク 

つく参加者の笑顔に「食いしん防災隊」はうれし涙でガッツ  

ポーズをとったのでした…… 

（秋彦） 

「おにぎらず」を作る参加者 

ＥＶカーで運転する子どもたち 

～ ただいま商い中 ～ 

クレフィール湖東では７月１６日に親会社であるセンコー

㈱の創業１００周年記念事業の一環で、「こども交通公園」を

オープンしました。 

こども交通公園は、ＥＶカーやラジコントラックの運転体験

などを通して、交通安全を遊びながら学べる施設です。 

オープンの日は関係者の親子が招待され、親子一緒に実際の

信号機などが設置されたドライブコースをＥＶカーで運転 

しました。また、キッズトレインでは小さな電車の運転が体験

できます。 

センターハウスではラジコントラックタウンがあり、ジオラ

マの町をカメラが内蔵された模型のトラックを、ラジコン運転

席で操作するコーナーがあります。実際のトラックを運転する

ような迫力があり、子どもさんをはじめ大人も楽しめる施設 

となっています。  

スタッフの方は、「このような施設があることを多くの  

皆さんに知ってもらい利用していただきたい」とのことでし

た。 

各自治会の子ども会などで利用されてはいかがでしょうか。 

（垣谷） 

～ 地域の話題 ～ 

食いしん防災隊が行く！（第５回）

 8 月1日、湖東コミュニティセンター別館で「まちカフェ

ちびっこ ゆうすずみ会」を開催しました。 

 会場では、親子や友達と一緒に焼きそばやフランクフルトを 

おいしそうに食べる姿や輪投げ、ヨーヨーつりに興じる子ども

たちの姿があり、総勢150名のにぎやかな夕涼み会となりま

した。 

 今回、支援をしていただきました多くのボランティアの方々

のおかげで楽しい夏休みの一日となりました。（今吉） 

“ちびっこ 夕涼み会”を開催！ 

（平和堂フレンドマート湖東店内） 

ジオラマの町を運転操作します 

小林 一夫 さん 



 

 

 

 

 

 

＜編集・発行＞ 湖東地区まちづくり協議会 東近江市池庄町495  湖東コミュニティセンター内 
IP : 050-5801-0950  NTT : 0749-45-0950  FAX : 0749-45-2049 

           ホームページ  http://www.sukisuki-koto.jp/  E ﾒｰﾙ  suki-koto@e-omi.ne.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

「東近江文学祭」を開催します！！ 平成28年度 東近江市文化芸術祭協賛  

日時 １１月１９日（土）１３時～１６時 

場所 湖東コミュニティセンター 

俳句・短歌・冠句・詩等の投稿を大募集！ 
日々の暮らしにおける様々な思いや感動を自分の言葉で表現してみませんか？ 

世界一短い詩、五・七・五の俳句です。 

あなたのご応募、ご参加をお待ちしております(＾◇ )^ 

       受付 10月1日から 締切 10月15日 必着 

問合せ先：湖東俳句クラブ  代表：村松文雄 NTT 0749-45-2865  

 
 

、

 

３日 （土） ９:00～ ミラクルレディー教室

５日 （月） 19:30～ 三味線に挑戦

６日 （火） ９:00～ ミラクルレディー教室

６・20日 （火） 10:00～ フラダンス教室

６・20日 （火） 19:30～ コーラス教室

８・29日 （木） 13:30～ 書道教室

12日 （月） 13:30～ 押し花アート教室

13・14日（火･水）6:50～ 郷土探訪教室

20日 （火） 19:00～ お月見コンサート

27日 （火） 13:30～ パティシエに学ぶ本格ｽｲｰﾂ教室

28日 （水） ９:00～ プラチナ教室

　　     9月　さざんか学習講座
～まちカフェ通信～ 
９月のまちカフェは下記のとおり開催します。 

★１回目・・・９月 ５日（月） １０時～１２時 

☆内 容・・・【ハイゼックスで防災食を作ろう】 

    災害時に利用する包装食袋、【ハイゼックス】

を使って防災食を作ります。もしもの時に 

みんなで協力して災害を乗り切れる力と知識

をつけましょう。 

★２回目・・・９月２３日（金） １１時～１２時 

☆内 容・・・【ハーブティーでリラックス】 

   フレッシュハーブティーを何種類かご用意 

させていただきます。自分でも作れるハーブ

ティーの紹介やハーブのプチスイーツもあり

ます。これを機会に自分好みのハーブティー

を見つけて下さいね。 

☆予約は不要です。 

☆コーヒー（デザート付）を２００円で提供させ

ていただきますので、ご利用ください。 

～ 診療所からのお知らせ ～ 

『薬は残っていませんか！？』   湖東診療所 所長 杉山祐介 

この 4月に平成28年度診療報酬改定があり、みなさまも医療機関を受診する際に戸惑う場面が 

あるかと思われます。 

特に身近な問題として、医薬品に関するルール変更が挙げられるのではないでしょうか。まず投薬日数についてですが、

今回初めて「30 日以内」とするように明文化されました。もう 1 点は、湿布薬に関して「1 処方につき 70 枚まで」にするよう 

制限が加わりました。いわば無制限に薬を入手できていた患者さんにとっては、不便を感じる変更となったことでしょう。 

このような改定の背景にあるのは残薬の問題です。ある患者調査では、20 人に 1 人は大量に医薬品が余った経験を持つ

という結果が報告されています。国は以前から医療費などの面でこの問題を重視しており、今回の改定に至ったようです。

診療所でもみなさまに不便をかけることになるでしょうが、以上の経過についてご理解とご協力のほどよろしくお願いしま

す。 

毎月第３火曜日に

湖東コミセンにて、

句会をしています。

一度見学にお越し

ください。出前講座

も受け賜わります。 

 

http://www.sukisuki-koto.jp/
mailto:suki-koto@e-omi.ne.jp
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